
 

 

 

 

 

                                   
 
 

 

 

 
 

 

【公募期間：平成 27 年 6 月 26 日（金）～８月３日（月）】 
   

横浜市では、平成 26 年 12 月に市政の羅針盤となる「横浜市中期 4 か年計画 2014～2017」を策定し

ました。この計画における目標の 1 つとして「都心臨海部における回遊性の向上」を掲げています。

また、平成 26 年 12 月の横浜港港湾計画の改訂に伴い、「レクリエーション等活性化水域」を設定し

ました。この水域では、海洋性レクリエーション活動をはじめ、水上交通や観光船などの利用を促進

しています。 

  本社会実験はその一環として、観光名所と海をシームレスに結び横浜港の景観を気軽に陸と海から 

楽しめる「水陸両用バス」を試験導入することで、市民や来街者の皆様が水辺空間に親しみ楽しめる

環境を整備し、水辺周辺の賑わいの創出や活性化につなげることを目的としています。 

 

１ 公募に係る主な提案資格（詳細は募集要項をご覧ください） 

次の(1)及び(2)に該当する法人又は該当する法人を含むグループ 

(1) 水陸両用バス運行に関して日本国内での実績がある 

(2) 市内中小企業であり、横浜市内のエリアにおいて、一般旅客自動車運送事業の許可を受けている 

又は 一般旅客定期航路事業若しくは旅客不定期航路事業の許可を受けている  他 

公募の資料につきましては下記の港湾局ホームページをご覧ください。 

URL：http://www.city.yokohama.lg.jp/kowan/basicinfo/torikumi/rinkaibunigiwai/suiriku-koubo.html 
 

２ 実験開始予定 

平成 28 年 3 月頃 
 

３ 実験エリア 

横浜港内港地区及び都心臨海部（進水箇所は日本丸メモリアルパークの護岸） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27 年 6 月 25 日
港 湾 局 企 画 調 整 課

横 浜 市 記 者 発 表 資 料

裏 面 あ り

実験エリア 

：内港地区及び都心臨海部

凡例

：内港地区及び都心臨海部

：レクリエーション等活性化水域

凡例

進水箇所図 

進水箇所 

 陸と海の観光をシームレスに！ 



 

４ 申請方法等 

前掲の港湾局ホームページから募集要項及び提案書の様式をダウンロードし、必要事項を記入の上、

公募期間内に提案書を港湾局企画調整課まで持参。 
 

５ 事業候補者決定までのスケジュール（予定） 

  公募等のスケジュールについては、次のとおり予定しています。 
 

日 程 内 容 

平成 27 年  6 月 26 日(金） 

平成 27 年  7 月 10 日(金) 

平成 27 年  7 月 17 日(金) 

平成 27 年  8 月 3  日(月) 

平成 27 年  8 月 

平成 27 年  9 月 頃 

事業者公募開始 

質問書提出期限 

質問書に対する回答 

公募締切 

提案書の審査 

事業候補者の決定 
 

６ 申請に関する窓口・お問合せ先 

  〒231－0023 

   横浜市中区山下町２番地（産業貿易センタービル 5 階） 

    横浜市港湾局企画調整課 担当：米森、大谷、五島 

 TEL ：045（671）7342  

 

【参考】 

 水陸両用バスは、欧米諸国、東南アジア等では観光事業などで活用されています。 

我が国でも、大阪、東京など、複数の都市において多数の観光客を集めていますが、これら

の運航は、河川が主流で、首都圏では、海上においてまだ本格的に導入されていません。 

横浜港において本格運行されると、海上における首都圏初の事例となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

お問合せ先 

港湾局企画調整課事業推進担当課長   林 総 Tel 045-671-2885 

イメージ 


